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　台
風
７
号
の
被
害
を
受
け
た
。
本
市

に
と
っ
て
大
き
な
被
災
と
な
っ
た
の
は

５
年
前
の
西
日
本
豪
雨
災
害
以
来
の
こ

と
。
あ
の
時
は
土
砂
崩
落
に
よ
り
３
名

の
尊
い
命
を
失
う
悲
し
い
夏
と
な
っ

た
。
今
回
は
人
命
に
関
わ
る
惨
事
は
避

け
ら
れ
た
も
の
の
、
土
砂
に
よ
る
家
屋

倒
壊
や
浸
水
、
道
路
の
崩
落
な
ど
大
き

な
被
害
を
被
っ
た
。
今
後
調
査
が
進
む

中
で
農
地
や
森
林
の
被
害
は
増
え
て
い

く
も
の
と
案
じ
ら
れ
る
。
犀
川
が
越
水

し
た
地
域
は
５
年
前
も
同
じ
よ
う
な
被

害
を
受
け
て
お
り
、
心
が
痛
む
。
重
機

を
使
っ
た
土
砂
の
搬
出
に
加
え
、
連
日

の
猛
暑
の
中
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
泥
出
し
作
業
等
に
汗
を
流
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　今
回
の
災
害
に
至
っ
た
直
接
の
原
因

は
、
台
風
本
体
と
い
う
よ
り
も
渦
巻
の

進
路
先
に
発
生
し
た
降
水
帯
で
、
時
間

90
ミ
リ
を
超
え
る
雨
量
の
事
前
予
測
は

な
か
っ
た
。
こ
の
台
風
の
当
地
へ
の
最

接
近
は
８
月
15
日
昼
頃
と
い
う
予
報

で
、
前
日
の
夜
半
に
局
地
的
大
雨
に
見

舞
わ
れ
る
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
本
市
の
警
戒
対
策
本
部
も
こ
の
夜

は
翌
日
に
備
え
要
員
を
残
し
て
一
旦
家

路
に
つ
い
た
の
だ
が
、
そ
の
数
時
間
後

に
大
雨
警
報
が
出
る
こ
と
に
な
る
と
は

…

。
そ
の
点
で
は
気
象
庁
は
記
者
発
表

で
「
見
え
な
い
低
気
圧
」
の
発
生
が
原

因
で
極
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
と
釈
明
し

た
。今
一
つ
釈
然
と
し
な
い
心
地
だ
が
、

改
め
て
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
す

る
と
同
時
に
「
想
定
外
を
想
定
し
て
も

想
定
外
の
事
が
起
き
る
」
と
い
う
人
知

を
超
え
た
営
み
に
翻
弄
さ
れ
る
脅
威
を

教
訓
と
し
て
学
ん
だ
。
文
字
通
り
〝
見

え
な
い
敵
〞
と
の
闘
い
と
言
っ
て
よ
か

ろ
う
。

　我
々
は
こ
の
３
年
間
、
別
の
見
え
な

い
敵
と
闘
っ
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
。
そ
し
て
終

息
が
見
え
始
め
た
今
日
、
本
市
は
新
た

な
試
練
と
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
さ
に
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
、

そ
し
て
〝
見
え
な
い
敵
〞
恐
る
べ
し
。

そ
れ
で
も
我
々
は
こ
の
難
敵
と
対
峙
し

つ
つ
大
切
な
故
郷
を
次
の
世
代
に
繋
い

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
復
旧

活
動
を
着
実
に
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く

こ
と
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

163

見
え
な
い
敵

さ
い

ま
れ
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図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
交
流
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
機
能
を
備
え

る
複
合
施
設
の
愛
称
が
、
綾
部
の
未
来
を

〝
照
ら
す
〞
施
設
「
あ
や
テ
ラ
ス
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　市は、市役所の業務・手続きなどの行政
情報や観光スポットなどの地域情報を掲載
した「綾部市暮らしの便利帳」の内容を改
訂し、来年５月に発行する予定です。
　この冊子は、広告収入をもとに発行する
もので、市が情報を提供し、共働事業者の
「株式会社サイネックス」が広告募集と印
刷・製本を行い、市内各戸に配布します。
　10月初旬から、同社が広告募集のため、
市内事業所を訪問しますので、ご理解とご
協力をお願いします。

綾部市暮らしの便利帳
広告スポンサー募集

※表紙はイメージです

秘書広報課広報･広聴担当 ☎(42)4205

＜広告掲載の問い合わせ先＞
サイネックス ☎075(315)0085問い合わせ

令和６年版

６
９
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
決
定

　

愛
称
は
、
市
民
に
末
永
く
愛
さ
れ
、

広
く
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
内

外
に
広
く
募
集
。
２
４
６
人
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
延
べ
６
９
５
点
の
中
か
ら

「『
テ
ラ
ス
』
の
よ
う
に
人
が
集
い
、
新

た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
場
所
」「
綾

部
市
の
未
来
を
明
る
く
〝
照
ら
す
〞
施

設
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
た
「
あ
や
テ
ラ
ス
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

※写真はイメージ

【愛称理由】

【考案者】
森本さやか さん（市内在住）

　「あや」は、綾部市の新たなランドマーク
として、利用する人々がさまざまな彩りを加
えることをイメージ。「テラス」は、外観が
テラスのような回廊になっている様子や、テ
ラスのように人々が集まる施設になることを
願って名付けました。

約12万冊を収蔵できる図書館。本の読み聞かせの部屋やゆったりと本の
読めるスペースを充実

地域交流センターは、大人数の会議や講演会、研修会の開催に加え、ケ
ータリングを伴う催しなど多目的に活用可能

子育て交流センターは▽幼児向けの「ベビー」▽知育遊具などを配置す
る「ロールプレイ」▽体を動かして遊ぶ「アクティブ」―の３つのエリ
アに区分けし、障害の有無にかかわらず楽しめる遊具を設置

ＪＲ綾部駅北側に建設中の複合施設。11月23日に竣工予定

複
合
施
設
の
愛
称
が

「
あ
や
テ
ラ
ス
」に
決
定
！
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　「百
」の
字
か
ら「
一
」を
取
る
と「
白
」

の
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、
99
歳
は
「
白

寿
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
市
は
毎
年
、

年
度
内
に
白
寿
を
迎
え
る
人
に
記
念
品

を
贈
呈
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま

す
。

今
年
は
46
人

　敬
老
の
日
を
前
に
、
山
崎
善
也
市
長

は
８
月
29
、
30
日
、
白
寿
を
迎
え
る
５

人
の
お
宅
を
訪
問
。
記
念
品
を
渡
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
本
年
度
の

対
象
は
大
正
13
年
４
月
２
日
か
ら
大
正

14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

男
性
12
人
、
女
性
34
人
の
計
46
人
（
９

月
１
日
現
在
）
で
、
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
敬
称
略
・
誕
生
日
順
・
掲
載
了
解
者

の
み
掲
載
）。

▽
千
原
冨
子
（
内
久
井
町
）▽
白
波
瀬

み
ち
子
（
岡
町
）▽
大
槻
榮
（
渕
垣
町
）

▽
村
上
隆
太
郎
（
物
部
町
）▽
小
村

　

よ
子
（
有
岡
町
）▽
安
村
志
津
江
（
上

延
町
）▽
大
石
博
（
白
道
路
町
）▽
小
西

ハ
ヅ
ヱ
（
梅
迫
町
）▽
梅
原
鏡
子
（
駅

前
通
り
）▽
相
根
綾
野
（
上
杉
町
）▽
渡

邉
禮
子
（
物
部
町
）▽
安
村
幸
子
（
宮

代
町
）▽
村
上
秀
代
（
位
田
町
）▽
藤
田

ト
ラ（
七
百
石
町
）▽
永
井
富
士
子（
栗

町
）▽
四
方
民
子
（
武
吉
町
）▽
村
上
ヤ

エ
（
物
部
町
）▽
朝
子
榮
（
野
田
町
）▽

福
井
三
千
代
（
睦
合
町
）▽
四
方
敏
江

（
里
町
）▽
福
田
國
三
郎
（
上
延
町
）▽

四
方
三
郎（
物
部
町
）▽
岩
﨑
悦
子（
田

野
町
）▽
白
波
瀨
千
鶴
子
（
和
木
町
）▽

岩
本
セ
キ
ノ
（
下
八
田
町
）▽
眞
宮
マ

サ
ヱ（
志
賀
郷
町
）▽
梅
原
稔（
味
方
町
）

▽
八
木
好
子
（
故
屋
岡
町
）▽
泉
二
三

枝
（
延
町
）▽
廣
瀨
敏
江
（
戸
奈
瀬
町
）

▽
新
田
靜
子
（
新
庄
町
）▽
髙
屋
和
子

（
大
島
町
）▽
森
崎
う
た
子（
駅
前
通
り
）

白寿の祝い

四方敏江さん（里町）

渡邉禮子さん（物部町）

廣瀨敏江さん（戸奈瀬町）

99歳おめでとうございます

　あやべグンゼスク
エア（青野町）で８月
11日から14日まで､
｢あやべ夏あかり」が
行われました。初日
の11日は、太鼓演奏
がオープニングを飾

り、光る風船プールやコンサート、キッチン
カーの出店などで来場者をもてなしました｡
15日に予定されていたあやべ盆踊り大会は台
風７号の接近によ
り中止になりまし
たが、期間中約
7500人が来場し､
色鮮やかなイルミ
ネーションに魅了
されました。

幻想的な光にうっとり
　あやべ・日東精工アリーナ（市民センター、
西町三丁目）で８月20日、「Ⅴリーグ選手と一
緒にバレーボール教室」が開催されました。小
学生約50人が、Ⅴリーグ（バレーボールの日
本国内最上位リーグ）に所属する「ＪＴマー
ヴェラス」で活躍する、高橋茉莉奈選手と井上
芙香選手からアドバイスを受け、ペアになって
トスやスパイクなどを練習。児童は「トップ選
手と一緒にバレーボールができてうれしい」「教

わったこ
とを今後
の練習や
試合に生
かしたい」
と目を輝
かせまし
た。

バレーボールで楽しく交流！

　旧口上林小学校（十倉志茂町）で８月11日、「YaiYaiこども夏
祭り」が初開催。この行事は、口上林、山家両地区の出身者など
11人で実行委員会を立ち上げ「とにかく地域の子どもたちが楽
しめるように」との思いで企画されました。祭りでは、かき氷や
唐揚げなどの屋台やスーパーボールすくい、会場に隠されたコイ
ンを探しお菓子と交換する宝探しゲームなど、子どもが楽しめる
催しが満載。盆踊りや花火も行われ、訪れた多くの来場者でにぎ
わいました。東綾小学校４年生の四方惠仁志君は「新聞で見つけ
て行きたいと思った。今日は楽しすぎる！」と笑顔でした。

ふるさとににぎわい戻る

　市や府などでつくる市ものづくり連携会議は８月17日、北部産業創造
センター（青野町）で「綾部ものづくり体験ツアー」を開催。市内の小

学５、６年生26人が、マイナス200度の液体
窒素を使った実験や、ハイスピードカメラの映像で水風船が割れる様子
を観察するなど、ものづくりの基礎を学びました。粉末のセメントから
ペーパーウェイト（文鎮）を作った中筋小学校６年生の足立雄哉君は、
「コンクリートは初めから硬いのではなく、粉を練ってできると知って
意外だった。青いコンクリートが作れて面白かった」と話しました。

ものづくりの基礎学ぶ

小西ハヅヱさん（梅迫町）朝子榮さん（野田町）

ま り な

ふう か

え に し
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　「百
」の
字
か
ら「
一
」を
取
る
と「
白
」

の
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、
99
歳
は
「
白

寿
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
市
は
毎
年
、

年
度
内
に
白
寿
を
迎
え
る
人
に
記
念
品

を
贈
呈
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま

す
。

今
年
は
46
人

　敬
老
の
日
を
前
に
、
山
崎
善
也
市
長

は
８
月
29
、
30
日
、
白
寿
を
迎
え
る
５

人
の
お
宅
を
訪
問
。
記
念
品
を
渡
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
本
年
度
の

対
象
は
大
正
13
年
４
月
２
日
か
ら
大
正

14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

男
性
12
人
、
女
性
34
人
の
計
46
人
（
９

月
１
日
現
在
）
で
、
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
敬
称
略
・
誕
生
日
順
・
掲
載
了
解
者

の
み
掲
載
）。

▽
千
原
冨
子
（
内
久
井
町
）▽
白
波
瀬

み
ち
子
（
岡
町
）▽
大
槻
榮
（
渕
垣
町
）

▽
村
上
隆
太
郎
（
物
部
町
）▽
小
村

　

よ
子
（
有
岡
町
）▽
安
村
志
津
江
（
上

延
町
）▽
大
石
博
（
白
道
路
町
）▽
小
西

ハ
ヅ
ヱ
（
梅
迫
町
）▽
梅
原
鏡
子
（
駅

前
通
り
）▽
相
根
綾
野
（
上
杉
町
）▽
渡

邉
禮
子
（
物
部
町
）▽
安
村
幸
子
（
宮

代
町
）▽
村
上
秀
代
（
位
田
町
）▽
藤
田

ト
ラ（
七
百
石
町
）▽
永
井
富
士
子（
栗

町
）▽
四
方
民
子
（
武
吉
町
）▽
村
上
ヤ

エ
（
物
部
町
）▽
朝
子
榮
（
野
田
町
）▽

福
井
三
千
代
（
睦
合
町
）▽
四
方
敏
江

（
里
町
）▽
福
田
國
三
郎
（
上
延
町
）▽

四
方
三
郎（
物
部
町
）▽
岩
﨑
悦
子（
田

野
町
）▽
白
波
瀨
千
鶴
子
（
和
木
町
）▽

岩
本
セ
キ
ノ
（
下
八
田
町
）▽
眞
宮
マ

サ
ヱ（
志
賀
郷
町
）▽
梅
原
稔（
味
方
町
）

▽
八
木
好
子
（
故
屋
岡
町
）▽
泉
二
三

枝
（
延
町
）▽
廣
瀨
敏
江
（
戸
奈
瀬
町
）

▽
新
田
靜
子
（
新
庄
町
）▽
髙
屋
和
子

（
大
島
町
）▽
森
崎
う
た
子（
駅
前
通
り
）

白寿の祝い

四方敏江さん（里町）

渡邉禮子さん（物部町）

廣瀨敏江さん（戸奈瀬町）

99歳おめでとうございます
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わったこ
とを今後
の練習や
試合に生
かしたい」
と目を輝
かせまし
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ンを探しお菓子と交換する宝探しゲームなど、子どもが楽しめる
催しが満載。盆踊りや花火も行われ、訪れた多くの来場者でにぎ
わいました。東綾小学校４年生の四方惠仁志君は「新聞で見つけ
て行きたいと思った。今日は楽しすぎる！」と笑顔でした。
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学５、６年生26人が、マイナス200度の液体
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⑰
う
わ
さ
が
も
た
ら
す
影
響

根
拠
の
な
い
う
わ
さ
と
人
権
侵
害

　近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
普
及
で
、
根
拠

の
な
い
う
わ
さ
が
瞬
く
間
に
広
が
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　根
拠
の
な
い
う
わ
さ
は
、
個
人
や
集

団
へ
の
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が
り
、
社
会

的
な
孤
立
感
や
心
理
的
な
苦
痛
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「
Ａ
さ
ん
に
は
前
科
が
あ
る
ら
し
い
」

と
い
う
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
を
聞
い
た

場
合
。
そ
の
う
わ
さ
を
他
人
に
話
す

と
、
Ａ
さ
ん
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
発
信

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
拡
散
し
た
人

も
罪
に
問
わ
れ
た
り
損
害
賠
償
を
請
求

さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
自
分
の
投
稿
は
誹
謗
中
傷
で

な
く
て
も
、
そ
こ
に
複
数
の
書
き
込
み

が
重
な
る
と
深
刻
な
誹
謗
中
傷
に
な
り

得
ま
す
。

情
報
の
正
確
性
を
重
視
し
よ
う

　う
わ
さ
や
デ
マ
は
、
人
権
に
対
す
る

深
刻
な
脅
威
で
す
。
根
拠
の
な
い
う
わ

さ
や
デ
マ
を
見
破
り
、
広
め
な
い
た
め

の
鍵
は
、
そ
の
情
報
は
▽
本
当
に
正
し

い
の
か
▽
共
有
し
て
も
よ
い
か
▽
不
利

益
を
受
け
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

―

と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
。
一

人
ひ
と
り
が
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、

正
確
な
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
判
断

を
心
掛
け
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
や
デ

マ
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
定
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ご
み
（
廃
棄

物
）
を
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
に
は
厳
し
い
罰
則
が

　道
路
や
公
園
、
河
川
、
森
林
な
ど
に

み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て
た
り
、
不
適
正

に
排
出
し
た
り
す
る
不
法
投
棄
は
、
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
（
法

人
の
場
合
は
、３
億
円
以
下
）
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
を

　本
市
の
令
和
４
年
度
の
不
法
投
棄
の

通
報
は
11
件
で
、
そ
の
う
ち
私
有
地
が

８
件
で
し
た
。
自
分
の
所
有
地
（
管
理

地
）
に
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
、
行
為
者

が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
土
地
の
所
有

者
（
管
理
者
）
が
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
免
除
）。

　不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
と

し
て
▽
周
囲
に
ロ
ー
プ
や
柵
を
設
置

し
、
第
三
者
が
侵
入
で
き
な
い
よ
う
に

す
る
▽
こ
ま
め
に
草
刈
り
を
行
い
、
き

れ
い
な
状
態
に
す
る
▽
常
に
土
地
の
状

況
を
把
握
す
る
▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る―

な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
必
ず
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
「
投
棄
場
所
・
投
棄

物
・
現
場
状
況
」
を
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
環
境
保
全
課
）☎（
42
）１
４
８
９

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

活
動
は
人
の
和
と
共
助
で

　橋
上
の
里
は
、
産
品
の
製
造
販
売
な

ど
で
活
動
し
て
い
た
地
元
グ
ル
ー
プ
の

後
継
や
集
落
の
活
性
化
を
目
的
に
、
平

成
25
年
に
発
足
。
同
会
は
始
動
に
際
し

▽
住
宅
▽
景
観
▽
産
品―

の
活
用
を
目

標
に
部
を
設
置
し
ま
し
た
。「
住
宅
活

用
部
」
は
空
き
家
の
調
査
や
管
理
、
情

報
誌
の
発
行
。「
景
観
活
用
部
」
は
サ

ク
ラ
や
サ
ザ
ン
カ
の
植
樹
や
管
理
、
上

林
川
河
岸
の
清
掃
、
水
が
岩
を
削
っ
た

と
さ
れ
る
奇
岩
「
お
う
穴
」
の
広
報
、

そ
し
て
「
産
品
活
用
部
」
は
キ
ュ
ウ
リ

漬
け
や
ジ
ャ
ム
の
生
産
販
売
を
担
い
交

流
人
口
の
拡
大
や
移
住
促
進
、
橋
上
の

里
フ
ァ
ン
の
獲
得
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

　佐
々
木
幸
雄
さ
ん
は
「
人
手
不
足
で

縮
小
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、

活
動
を
通
し
て
住
民
同
士
が
交
流
で
き

る
の
は
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。「
住
民

の
和
と
共
助
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
り
ま
す
。

橋
上
の
里

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
、
集
落
の
元

気
の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を

楽
し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を

探
り
ま
す
。

両手の人差し指を前に向け、左右から引き寄せて付ける

今
月
の
手
話一

緒
に

綾部市・未来へつなぐ文化のかおるまち推進事業

※応募多数の場合は抽選。当選者には入場招待券を、落選者
　には落選通知を返送します。

中丹文化会館　電話(42)7705
　　　　　　　ファクス(42)7783

＜問い合わせ＞ 

京都市交響楽団
特別演奏会

11月12日（日）午後３時開演
　　　　　　　 　  （午後２時30分開場）
中丹文化会館（里町）

無料（入場招待券必要）

ベートーベン：ピアノ協奏曲第５番「皇帝」、
交響曲第６番「田園」

10月15日（日）必着

郵便往復はがきに▽郵便番号▽住所▽氏名▽
電話番号―を記入し、中丹文化会館へ。往
復はがき１枚で２人まで申し込みできます。

〒623-0005
綾部市里町久田21-20
京都府中丹文化会館「京都市交響楽団特別
演奏会」係

日　　時

会　　場

入 場 料

プログラム

申込方法

あ て 先

締め切り

観覧者
募集！！

収獲したキュウリの漬け込み作業を行う地域の皆さんと佐々木代
表（後列右端）。佐々木代表は、あやべ水源の里連絡協議会の会
長も務める

府が選定する「京都中丹いちおし商品」にも
選ばれたキュウリ漬け。あやべ特産館や観
光案内所などで購入できる

タイヤの放置は、放火されたり蚊の発生原因になったり
します

⑰
う
わ
さ
が
も
た
ら
す
影
響

根
拠
の
な
い
う
わ
さ
と
人
権
侵
害

　近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
普
及
で
、
根
拠

の
な
い
う
わ
さ
が
瞬
く
間
に
広
が
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　根
拠
の
な
い
う
わ
さ
は
、
個
人
や
集

団
へ
の
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が
り
、
社
会

的
な
孤
立
感
や
心
理
的
な
苦
痛
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「
Ａ
さ
ん
に
は
前
科
が
あ
る
ら
し
い
」

と
い
う
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
を
聞
い
た

場
合
。
そ
の
う
わ
さ
を
他
人
に
話
す

と
、
Ａ
さ
ん
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
発
信

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
拡
散
し
た
人

も
罪
に
問
わ
れ
た
り
損
害
賠
償
を
請
求

さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
自
分
の
投
稿
は
誹
謗
中
傷
で

な
く
て
も
、
そ
こ
に
複
数
の
書
き
込
み

が
重
な
る
と
深
刻
な
誹
謗
中
傷
に
な
り

得
ま
す
。

情
報
の
正
確
性
を
重
視
し
よ
う

　う
わ
さ
や
デ
マ
は
、
人
権
に
対
す
る

深
刻
な
脅
威
で
す
。
根
拠
の
な
い
う
わ

さ
や
デ
マ
を
見
破
り
、
広
め
な
い
た
め

の
鍵
は
、
そ
の
情
報
は
▽
本
当
に
正
し

い
の
か
▽
共
有
し
て
も
よ
い
か
▽
不
利

益
を
受
け
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

―

と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
。
一

人
ひ
と
り
が
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、

正
確
な
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
判
断

を
心
掛
け
、
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
や
デ

マ
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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　不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
定
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ご
み
（
廃
棄

物
）
を
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
に
は
厳
し
い
罰
則
が

　道
路
や
公
園
、
河
川
、
森
林
な
ど
に

み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て
た
り
、
不
適
正

に
排
出
し
た
り
す
る
不
法
投
棄
は
、
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
（
法

人
の
場
合
は
、３
億
円
以
下
）
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
を

　本
市
の
令
和
４
年
度
の
不
法
投
棄
の

通
報
は
11
件
で
、
そ
の
う
ち
私
有
地
が

８
件
で
し
た
。
自
分
の
所
有
地
（
管
理

地
）
に
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
、
行
為
者

が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
土
地
の
所
有

者
（
管
理
者
）
が
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
免
除
）。

　不
法
投
棄
さ
れ
な
い
た
め
の
対
策
と

し
て
▽
周
囲
に
ロ
ー
プ
や
柵
を
設
置

し
、
第
三
者
が
侵
入
で
き
な
い
よ
う
に

す
る
▽
こ
ま
め
に
草
刈
り
を
行
い
、
き

れ
い
な
状
態
に
す
る
▽
常
に
土
地
の
状

況
を
把
握
す
る
▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る―

な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
必
ず
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
「
投
棄
場
所
・
投
棄

物
・
現
場
状
況
」
を
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
環
境
保
全
課
）☎（
42
）１
４
８
９

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

活
動
は
人
の
和
と
共
助
で

　橋
上
の
里
は
、
産
品
の
製
造
販
売
な

ど
で
活
動
し
て
い
た
地
元
グ
ル
ー
プ
の

後
継
や
集
落
の
活
性
化
を
目
的
に
、
平

成
25
年
に
発
足
。
同
会
は
始
動
に
際
し

▽
住
宅
▽
景
観
▽
産
品―

の
活
用
を
目

標
に
部
を
設
置
し
ま
し
た
。「
住
宅
活

用
部
」
は
空
き
家
の
調
査
や
管
理
、
情

報
誌
の
発
行
。「
景
観
活
用
部
」
は
サ

ク
ラ
や
サ
ザ
ン
カ
の
植
樹
や
管
理
、
上

林
川
河
岸
の
清
掃
、
水
が
岩
を
削
っ
た

と
さ
れ
る
奇
岩
「
お
う
穴
」
の
広
報
、

そ
し
て
「
産
品
活
用
部
」
は
キ
ュ
ウ
リ

漬
け
や
ジ
ャ
ム
の
生
産
販
売
を
担
い
交

流
人
口
の
拡
大
や
移
住
促
進
、
橋
上
の

里
フ
ァ
ン
の
獲
得
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

　佐
々
木
幸
雄
さ
ん
は
「
人
手
不
足
で

縮
小
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、

活
動
を
通
し
て
住
民
同
士
が
交
流
で
き

る
の
は
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。「
住
民

の
和
と
共
助
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
り
ま
す
。

橋
上
の
里

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
、
集
落
の
元

気
の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を

楽
し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を

探
り
ま
す
。

両手の人差し指を前に向け、左右から引き寄せて付ける

今
月
の
手
話一

緒
に

綾部市・未来へつなぐ文化のかおるまち推進事業

※応募多数の場合は抽選。当選者には入場招待券を、落選者
　には落選通知を返送します。

中丹文化会館　電話(42)7705
　　　　　　　ファクス(42)7783

＜問い合わせ＞ 

京都市交響楽団
特別演奏会

11月12日（日）午後３時開演
　　　　　　　 　  （午後２時30分開場）
中丹文化会館（里町）

無料（入場招待券必要）

ベートーベン：ピアノ協奏曲第５番「皇帝」、
交響曲第６番「田園」

10月15日（日）必着

郵便往復はがきに▽郵便番号▽住所▽氏名▽
電話番号―を記入し、中丹文化会館へ。往
復はがき１枚で２人まで申し込みできます。

〒623-0005
綾部市里町久田21-20
京都府中丹文化会館「京都市交響楽団特別
演奏会」係

日　　時

会　　場

入 場 料

プログラム

申込方法

あ て 先

締め切り

観覧者
募集！！

収獲したキュウリの漬け込み作業を行う地域の皆さんと佐々木代
表（後列右端）。佐々木代表は、あやべ水源の里連絡協議会の会
長も務める

府が選定する「京都中丹いちおし商品」にも
選ばれたキュウリ漬け。あやべ特産館や観
光案内所などで購入できる

タイヤの放置は、放火されたり蚊の発生原因になったり
します


